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序論. 本講演では, n一次元ユークリッド空間 $\mathrm{R}^{\mathrm{n}}$ と n一次元複素ユークリッド空間
$\mathrm{G}^{\mathrm{n}}$ におけるどんな凸部分集合でも $\sigma$ 一凸集合であることに関して講演を行う。

ここで, $\mathrm{U}$が $\sigma$ 一凸集合であることは $\mathrm{U}=\{\sum_{j=1}^{\infty}a_{J}\lambda^{\mathfrak{l}j)};\lambda^{(j)}\in U$ , $g_{j}\geq 0$, $\sum_{j=1}^{\infty}g_{j}=1\}$

が成立することである。 $\sigma$ 一凸集合の概念を我々がどこにも見ることがないが, 武元と

内山 [1] は複素数体 $\mathrm{G}$ での任意の有界な凸集合は $\sigma$ 一凸集合であることを示し, それの応

用としてヒルベルト空間での作用素の数域に対して通常の数域に関する概念の一般化をお

こなった結果を得ている。

よ定履 n一次元ユークリッド空間 $\mathrm{R}^{\mathrm{n}}$ と n一次元複素ユークリッド空間 $\mathrm{G}^{\mathrm{n}}$ における

どんな凸部分集合も $\sigma$ 一凸集合である。

上の定理が主とした定理であり, 序論で述べたようにこの結果から, ヒルベルト空間上

の作用素の数域に関する従来の概念を空間を考えない抽象的な概念においても考えること
ができることを示した。
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n-kの場會: 我々は超平面 H が $\{$$[_{X_{n}}^{0}x_{2}..\cdot];\chi_{2},\cdots,\chi_{n}\in R$ であると仮定しても一般性を失

わない。 さらに, 我々は次の事柄を仮定しても一般性を失わない :

$\lambda=\{\begin{array}{l}0\vdots 0\end{array}\}$ $\emptyset\backslash \vee\supset U\subset\{\{\begin{array}{l}X_{1}X_{2}\vdots X_{n}\end{array}\}$ ; $\chi_{1}\leq 0\}$

$\tau$6&, $\{\begin{array}{l}0\vdots 0\end{array}\}=\lambda=\sum_{j=1}^{\infty}a_{j}\lambda(j)$, $\lambda^{(j)}=\{\begin{array}{l}\lambda_{1}^{\mathrm{t}])}\vdots\lambda^{(j)}n\end{array}\}$ $\in U$, $g_{j} \geq 0\emptyset 1’\supset\sum_{j=1}^{\infty}a_{j}=1$ . $\text{と}rx$ $6_{0}$

いま, $4$
$(j)\leq 0$, $O_{j}\geq 0(j=1,2,\cdots)$かつ $\sum_{j=1}^{\infty}g_{j}=1$, であるから $\lambda_{1}^{(j)}=0(j=1,2,\cdots)$ .

そこで, $\mathrm{W}=\mathrm{U}\cap \mathrm{H}$ と定義する $\mathrm{W}$ は超平面 $\mathrm{H}$ (ここでは, $\mathrm{H}$ は部分空間となっている) の

有界凸部分集合でかつ $\mathrm{h}^{(J)}[_{j=1}\subset W$ . すると, $\mathrm{H}$ の次元は $\mathrm{k}-1$ であることと数学的帰納

法の仮定から $\lambda$ は $\mathrm{W}$ の元となる。 したがって, $\lambda$ は $\mathrm{U}$ の元となる。 以上より, 定理の証

明が得られる。
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